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令和３年度佐賀市総合教育会議の会議結果について 

 

 

１  開催日時 

令和４年２月８日（火） １４時１５分～１５時１５分 

 

２  開催場所 

  佐賀市役所本庁舎 南棟２階 庁議室 

 

３  出席者 

  ＜市 長 部 局＞坂井市長、伊東副市長 

＜教育委員会＞中村教育長、堤教育委員、小川教育委員、撫尾教育委員、 

鳥飼教育委員 （欠席：吉村教育委員） 

 

４  議題 

(1) 不登校及び不登校傾向にある児童・生徒への対応について 

(2) 通学路等の安全・安心について 

 

５  会議の公開又は非公開の別 

  公開 

 

６  傍聴者・報道関係者数 

  ２名 

 

７  議事内容 

 

○大串企画調整部長【進行】 

ただいまから令和３年度の佐賀市総合教育会議を始めます。本日の司会進行を務め

ます、企画調整部長の大串です。よろしくお願いします。まず、お手元の資料の確認

をお願いします。最初に式次第があり、右肩に資料１、資料２と記載していますが、

資料１が３枚、資料２がそのあと３枚になります。お揃いでしょうか。それでは開会

にあたり、坂井市長からご挨拶をお願いします。 

 

○坂井市長 

皆様こんにちは。佐賀市長の坂井英隆です。教育委員の皆様におかれましては、日

頃から本市の教育行政に多大なるご尽力をいただいておりますことに心から感謝を

申し上げます。私は、本日初めて佐賀市総合教育会議に参加しますが、このように皆
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様と教育に関する意見交換が出来ますこと、大変有意義に感じております。ご承知の

とおり、コロナウイルス感染症が急拡大し、佐賀県も全域に「まん延防止等重点措置」

が２月２０日まで適用されており、今なお予断を許さない状況です。特に、教育分野

においては、その影響が非常に大きいものと認識しています。先日、教育長とともに

小学校の現場を見させていただきましたが、教育委員会の皆様、学校関係の皆様には、

子どもたちの「安全・安心」と「健やかな学び」を両立させる難しさがある中で、日々

状況が変わることへのスピード感を持った対応、そして親御さんたちへの情報発信、

しっかりと実行いただいていることに、この場をお借りして感謝を申し上げたいと思

います。コロナ以外にも、教育現場においては、「教職員の多忙化」、「いじめの問

題」、「学童保育における施設や指導員の確保の問題」、そして本日議題であります

「不登校の児童・生徒への対応」や「安心して通学できる環境整備」など、多くの課

題を抱えております。この中において、子どもたちが安全で楽しく学校に通えること、

これからの時代はやはり多様性が大切だと考えますが、多様性を持ってすくすく学べ

る環境をつくること、子どもたちの１０年後、２０年後の将来を見据えた、これから

の時代を生きる力を身につけるための教育が必要ということについて、私自身が子育

て当事者でもある視点も生かしながら、皆様と一緒になって、いろいろ学ばせていた

だきながら、考えていきたいと思っています。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○大串企画調整部長【進行】 

それでは、次第２の議事に入ります。本日はこの議事にあるとおり、２つの議題を

用意しております。それぞれ３０分程度と考えています。最初に事務局から説明を行

い、その後に意見交換したいと考えております。事務局からの説明はなるべく短くし、

意見交換に時間を取りたいと考えております。それでは、１点目の議題「不登校及び

不登校傾向にある児童・生徒への対応について」、事務局から説明をお願いします。 

 

○学校教育課【説明】 

不登校の定義としては、文部科学省にて「何らかの心理的・情緒的・身体的あるい

は社会的要因・背景により、登校しないあるいはしたくても出来ない状況にあるため

に、年間３０日以上欠席した者のうち、病気や経済的な理由による者を除いた者」と

なっています。資料５ページと６ページにある「グループローラーシート」を使い、

実態を把握しています。その実態の数値を１ページと２ページに記載しています。 

市の不登校児童・生徒への対策事業として、３つの取組を行っています。２ページ

をご覧ください。１つ目は「スクールカウンセラー活用事業」です。今年度は１７名

のカウンセラーを小中学校全５３校に配置しています。２つ目に「不登校対策事業」

です。教育支援センター「くすの実」の運営と、不登校児童・生徒の家庭にサポート

相談員を派遣しています。令和３年１２月末現在、「くすの実」にはＩＣＴ学習支援

生を含む４０名が入級しています。また、サポート相談員６名が１０５名の生徒に関
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わりを持っています。３つ目に「不登校児童生徒支援事業」です。ＳＳＦ（ＮＰＯ法

人スチューデントサポートフェイス）に委託した事業で、主に学習支援員が学校の別

室での学習支援や生活支援を行っています。また、完全不登校の児童・生徒を対象に

ＩＣＴ学習支援を行っています。今年度は学習支援員１９名を２２校に配置していま

す。ＩＣＴ学習支援を受けている児童・生徒は現在のところ１２名です。 

それ以外の取組内容として、３ページをご覧ください。「不登校対策会議」を月１

回行っています。主に不登校児童・生徒に関わるメンバーが集まり、情報交換等を行

っています。次に「７時の集い」です。年６回計画して運営を行っています。主に不

登校児童・生徒の保護者、学校関係者による集まりです。次に「グループローラーシ

ート」です。資料５ページと６ページのとおりです。主に学校と教育委員会の間での

情報共有や共通理解に役立てています。また、学校だけでは解決出来ないものも多い

ことから、県や他機関との連携も進めています。 

最後に課題です。１つ目と２つ目には共通する部分がありますが、学校の教職員の

みの対応とならないよう、「スクールソーシャルワーカー」、「スクールカウンセラ

ー」、「サポート相談員」等を配置して対応しています。しかし、１人で複数校を担

当しており、常駐していないため、臨機応変な対応が難しいところが課題になります。

学校から連絡がつながりづらい家庭も多いことから、これらの役割を担う方の力が大

きく必要になっています。３つ目に、教育支援センター「くすの実」や、学校での別

室対応になる特別支援学級在籍の児童・生徒や発達障がいの傾向が見られる児童・生

徒への対応が非常に困難となってきている現状があります。研修等も行っているもの

の、学校や「くすの実」には対象となる児童・生徒が複数おり、異学年にまたがるた

め、個々に応じた支援が難しい状況にあります。４つ目に、低年齢化する不登校児童・

生徒への対応です。平成２８年度からの５年間に、小学校の不登校児童数が５７名か

ら９８名と約１．７倍となっています。また、低学年から不登校になった場合は長期

化することが多いことから、関係機関が連携して継続した支援を行っていく必要があ

ります。説明を終わります。 

 

○大串企画調整部長【進行】 

この議題について、ご質問、ご意見等ありましたら、マイクを持って発言ください。 

 

○小川教育委員 

先日、不登校及び不登校傾向にある子どもたちをサポートする方たちとの語る会で、

「くすの実」の指導員、サポート相談員、学習支援員の話を聞き、丁寧に指導されて

いると感心するとともに、人員が少ないと感じました。学校に週７、８校行かれる方

もおり、週１回は「くすの実」で打合せするという組織的な連携や、学校現場との連

携もしっかりされている。仕事内容を伺うと病気で休めない印象も受けたので、市と

して難しいところがあると思いますが、もっと人員を増やしてほしいと感じました。 



- 4 - 

 

 

○鳥飼教育委員 

小川委員も言われたように、不登校傾向のある子どもたちに関わるサポート相談員

や学習支援員と話をさせていただきました。苦労しているところは、サポート相談員、

学習支援員、担任の先生、管理職の先生など、連携がうまくいかないところもあると

話されていました。また、現場の先生と話をする機会もありましたが、ある先生は不

登校の生徒がクラスにたくさんいて、学校内での連携がうまくいってないところもあ

ると言われており、とても疲弊されている様子でした。他の先生で何とかやれていそ

うだなと感じたところはチームで対応が出来ている様子でした。対応されている方に

孤立感が出てくると、負担感が重くなるということのようです。連携がうまくとれな

い要因は教職員の業務量など様々あるので、総合的な面から少しずつ改善して、相互

に連携がとれるよう考えていかないといけないと思いました。 

 

○坂井市長 

ご意見ありがとうございます。百聞は一見にしかずということで、この間、私も小

学校の状況を伺いましたが、自分が小学生の時と比べて、こんなにも変わったのかと

改めて実感しましたし、支援が必要な子どもたち、そこで働く支援員を含め、様々な

サポート体制が必要だと実感しました。また、不登校の背景としてのいじめ問題、学

校になじめず一時的な逃げ場が必要な子どもも多くいると思います。様々な子どもが

いる中で、「多様性」と言葉では簡単ですが、それを実際に実現する環境整備となる

と、様々な課題を乗り越える必要があります。例えば、特別支援クラスでの支援員の

増員なども、喫緊の課題だと感じており、増員を検討していきたいと考えています。 

 

○堤教育委員 

本日欠席の吉村委員からメッセージを預かっていますので、紹介します。「先日、

不登校児童の支援に関わる職員と教育委員との語る会を開催したときに、熱い思いを

持った現場の皆さんの声を聞くことができました。現在の子育て世代にとって、子ど

もの扱いや子育てを自然と学ぶ機会はとても少ないです。少ないまま大人になり、親

になります。身近に良いモデルがいないまま、子育てがスタートし、１、２年で仕事

に復帰する家庭が多くあります。子育て支援は整ってきましたが、子育てに対して不

安は付き物です。高齢者での「おたっしゃ本舗」のように、包括的に支援できる体制

があると、いつでも誰でも相談しやすいのではないかと思います。理想は、各家庭の

子育て力がアップすることかもしれません。頼れるところがあって助かる反面、頼り

過ぎては自分の力にならないという困り感も必要です。当事者が頑張れる、必要なと

きにちゃんと頼ることができる、親子が健全に育っていける佐賀市であってほしいで

す。」というメッセージをお預かりしました。吉村委員、鳥飼委員は子育て世代で、

こういうところをストレートに実感されています。行政は、頼れるところであってほ
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しいと教育委員として感じているところです。 

私の意見としては、１つは人手不足感です。あれもこれも行政で関われば、予算の

問題などもあると思います。そこは地域や様々な団体など、いろんな方に協力しても

らう形で人手不足感をフォローできればと思います。もう１つは連携不足感です。本

日、教育委員は「まなざしマスク」を着けています。市長も着けていただいています。

この「子どもへのまなざし運動」が佐賀市の教育の根底にあると思っていますが、ま

なざし運動は縦割りを打破して、教育委員会も市長部局の関係各課も関わりを持って

運動しています。これを教育委員会や社会教育課のみならず、もっと浸透していけば、

こういう問題も解消していくのではないかと思うところです。 

 

○撫尾教育委員 

「スクールソーシャルワーカー」や「スクールカウンセラー」など、様々な役割が

あるようですが、どこで採用されているか、事務局から説明をお願いします。 

 

○学校教育課【説明】 

「スクールソーシャルワーカー」については、県が配置を行いますが、今年度は市

内に３名の配置がありました。「スクールカウンセラー」については、中学校の配置

は県が行い、小学校の配置は市３分の２、県３分の1で負担を分け合って行っています。

「スクールカウンセラー」は配置時間が非常に少なく、学校によっては月１回半日の

みというところもありますので、緊急に対応できるように市独自予算で緊急時に対応

するスクールカウンセラーの枠を設けています。 

 

○中村教育長 

先日は市長に本庄小学校へ来ていただきありがとうございました。先程、市長から

特別支援学級の支援員などの増員について検討したいとありました。体制を整えてい

くためには、「人（ヒト）」の部分、「物（モノ）」の部分、「事（コト）」の部分

が大切だと思っています。「人」については、学習支援員やスクールカウンセラーな

どの方だけに頼るのではなく、教職員が校長を中心に組織的に全体で取り組むことが

非常に重要になると思います。そして、地域の力を借りることも大切だと思います。

先日、あるコミュニティースクールの運営協議会の会長と校長が来られて、不登校へ

の対応については先生や学習支援員の負担が非常に大きいため、役員が交代で支援に

入りたいと話されていました。地域の子どもは地域で何とかしていくということで、

本当にありがたく思っています。これは「事」にも関係しますが、コミュニティース

クールを市内の学校に広げていくことで、地域の力を学校にうまく取り入れさせてい

ただき、その中で子どもたちが育てば、その子どもたちが今度は地域で活躍すること

になる、そういうウィン・ウィンの形となるようにコミュニティースクールを進めて

いくことが非常に重要と思います。また、堤委員も話された「子どもへのまなざし運



- 6 - 

 

動」で地域の方が子どもたちに声をかけてくれます。その中で例えば、不登校傾向の

子どもが遅れて登校しているときに、「何で今の時間に行っているの」と声をかけた

ら、その子は学校に行けなくなってしまいます。「今日も元気ね、いってらっしゃい」

と声をかけたら、その子は元気よく学校に行けるのではないかと思います。そういう

ことを学校側が地域にもしっかりと伝えて、いろいろな子どもたちがいる現状を知っ

てもらった上で声をかけていただくことも、まなざし運動だと思います。それから「物」

ということも、不登校または不登校傾向の子どもたちには大切になってきます。昨年

９月からＧＩＧＡスクールが始まりました。１人１台のパソコンをうまく活用するこ

とで、解決につながることもあると思います。市長にも見ていただいた、ハイブリッ

ド型の授業やリモート授業について、校内の別室に登校している子どもや、「くすの

実」や自宅にいる子どもにうまく活用できれば、子どもたちの学習保障にもつながる

と思っていますので、教育委員会としても全力で取り組んでいきたいと考えています。 

 

○坂井市長 

改めて、多様な子どもたちの悩み、家庭を含めその子らを孤立させないことの大事

さ、そしてＧＩＧＡスクールという解決に向けたヒントの話をいただきましたが、環

境整備の面や教職員の多忙の中での横展開など、まだまだ課題も多いと思います。伺

った意見を今後の市政に活かしていきます。 

 

○小川教育委員 

不登校児童が低年齢化しています。入学前の保育施設等との連携は対応されている

と思っていますが、気になる問題です。 

 

○学校教育課【説明】 

幼保小連携で「えがおわくわく」というプログラムを実施していますが、不登校に

特化した内容ではありませんので、今後、保育幼稚園課と協議しながら、低年齢化へ

の対応についても検討していきたいと思います。ご意見ありがとうございます。 

 

○撫尾教育委員 

以前、教育委員会の研修会で話題になったことですが、ＧＩＧＡスクールの１人１

台パソコンは学校で使うことを原則として予算化されているとのことでしたが、不登

校の子どもの自宅学習、コロナウイルス感染症の拡大による学級閉鎖や休校での自宅

学習ということも十分に考えられます。このパソコンを自宅に持ち帰る際の保護ケー

スを巨勢小学校では教頭と教務主任が全員分を手作りしたと聞いています。これから

自宅で使用する機会が増えてくると、保護ケースも全員に持たせる必要があると思い

ますので、ぜひ予算化の検討をお願いします。次に、中学校を卒業した後の不登校の

子どもたちについてです。市の教育委員会で関係するのは小中学校までで、その後は、
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佐賀星生学園や九州国際高等学校という機関があります。佐賀星生学園は、私も開校

当時から関わっていますが、今のところが手狭になったということで、鍋島に移転し

て４月から開校しますので、紹介させていただきます。 

 

○大串企画調整部長【進行】 

時間の都合で申し訳ございません。先程の意見は事務局で承らせていただき、次の

議題に入ります。２つ目の議題「通学路等の安全・安心について」、事務局から説明

をお願いします。 

 

○学事課【説明】 

資料２の１ページをお願いします。まず、項目１です。平成２４年に全国で登下校

中の児童が死傷する事故が相次いで発生したことを契機に、全国的な通学路の緊急合

同点検が実施されました。また、平成３０年に新潟県で下校中の児童が殺害されたこ

とを受けて、防犯の観点による合同点検が実施されました。佐賀市では、関係機関の

連携を図るため、平成２６年度に「佐賀市通学路安全推進協議会」を設置し、「佐賀

市通学路安全・防犯プログラム」を策定しました。このプログラムに基づき、毎年、

通学路合同点検を実施しています。関係機関とは、学校、道路管理者、警察、自治会、

ＰＴＡなどで、各団体から「通学路安全推進協議会委員」を委嘱しています。次に、

項目２の通学路合同点検です。まず、各小中学校で校区内の危険箇所を集約し、学事

課へ提出いただいています。その情報をもとに日程調整し、関係機関が参加して合同

点検を実施し、現場で具体的な対策を検討しています。そして、道路管理者、警察等

が実施できる対策を行い、対策済み箇所の効果を把握する取組を実施しています。２

ページをお願いします。これまでの対策状況を表にしています。令和３年度は、８月

から１１月にかけて、２７校６４件の合同点検を行いました。 

３ページをお願いします。合同点検後に行った対策の事例です。ページ左側は、高

木瀬小学校南の自転車歩行者道が登校時に通行が重なり危ないということで、ライン

を引いて歩行者と自転車の通行部分を明示する対策を講じました。次にページ右側は、

本庄小学校校門前が緩やかなカーブで信号待ちのときに不安ということで、ガードパ

イプを設置しました。４ページをお願いします。ページ左側は、鍋島小学校南の横断

歩道の位置を変更したいということで、横断歩道を移設し、あわせてカラー舗装を行

いました。ページ右側は、松梅小学校近くの地下道に照明がなく暗いということで、

道路管理者が照明を設置しました。５ページは、生活安全課で実施している事業です。

交通安全指導員による児童・生徒への立哨活動を行っています。また、交通安全教室

やスクールゾーンの路面標示の補修などを行っています。取組の説明は以上です。 

 

○大串企画調整部長【進行】 

今の説明や資料について、ご意見やご質問などありましたら、お願いします。 
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○堤教育委員 

安全・安心に登下校できる環境は誰もが願っていることだと思います。先程説明が

あった行政が取り組むハード整備の他にも、ＰＴＡや自治会などそれぞれが知恵と工

夫とお金を出して取り組んでおり、立て看板の設置などがあります。赤松校区の看板

の例で言うと、防犯ブザーが出始めた頃で今から２０年近く前に、子どもたちは防犯

ブザーと地域の方に見守られているというコメントを入れた看板を２００本ほど用

意しました。こういったものは、作成はすぐにやろうとなりますが、その後の維持管

理の中でそのままになってしまうことがあります。ＰＴＡや団体の活動が長く続くよ

うに、古くなったものの改修などの手立てを行政で担っていただければと思っていま

す。ソフト面については、不登校対応でもあった「子どもへのまなざし運動」の１つ

で、各地域で行っている、例えば「３時に会いましょう運動」という子どもたちの下

校時間に地域の方が買物や散歩に出掛けて、子どもたちを見守る取組も行っています。

こういった取組は、教育委員会だけに留まることなく、市役所全体で関心を持ってい

ただければ幅が広がるのではないかと思います。子どもの安心・安全は皆で見守って

いきたいので、ご理解いただければと思います。 

 

○坂井市長 

ハード・ソフトの両面で実情に応じた対策が必要だと考えています。「通学路安全

推進協議会」の関係機関の皆様には、毎年、合同点検を実施いただいておりますこと

に、心から感謝申し上げます。資料６ページは、国土交通省の新規事業の紹介です。

新たに交通安全対策の補助制度が創設される予定です。令和３年６月に千葉県八街市

で発生しました、小学生の列にトラックが衝突して５名が死傷するという痛ましい事

故を受けて、通学路合同点検を実施しました。この合同点検に基づき、ソフト対策の

強化とあわせて実施する交通安全対策に対して計画的かつ集中的に支援するという

もので、補助期間が令和４年度から５ヵ年程度となっています。ソフト面とハード面

を合わせて実施する対策ということで、このような制度もうまく活用できるものは活

用しながら対応していきたいと思っています。 

 

○小川教育委員 

出勤時に交通安全指導員が立たれていて、安全に子どもたちが登校できていると微

笑ましい気分になります。堤委員が言われた連携やつながりという部分と関連して、

北川副地区での生活道路交通安全対策は、その地区にある佐賀東高校、城南中学校、

北川副小学校の各学校、警察、地域などが連携して、計画的に長期的に１つずつワー

クショップやりながら関係者を巻き込んで、その地域を変えていこうと様々な取り組

みが行われています。市長が紹介された国土交通省の資料にあります、エリアで対策

を計画的に進めていくときには、地域を巻き込み参加者を多く増やす工夫をしながら
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取り組んで、危ない地区は地域ぐるみで取り組んでいけたらいいと思います。 

 

○鳥飼教育委員 

教育委員で学校を訪問した際に学校教育課長が話されていたことですが、子どもた

ちに横断歩道などで車に停まってもらったらお辞儀をさせて、お辞儀をしたことを校

内放送などで褒めるといいですよと言われて感心しました。また、免許更新に行った

際に講習の先生が話されていたことですが、長野県では子どもたちに停まってくれた

車にはきちんと挨拶することを教えていて、そのように教えられた子どもたちが交通

ルールや交通安全を守って育っていると言われていました。停まってくれた方も子ど

もたちもお互いが感謝し合うという一見遠いところから考えた方が目的を達成する

こともあるのかなと思っています。子どもたちにそういうことを伝えていけたらと思

っていますし、我々大人側もきちんと交通ルールを守る、子どもたちが横断歩道を渡

ろうとしているときは通学路であってもそうでなくてもきちんと停まる、互いに感謝

し合うといったところを意識することが、子どもたちの安全・安心につながるのかな

と思います。まなざし運動の中でもそういう部分に取り組んでいければと思っていま

す。自分がやっている行動がまなざし運動だと認識していない方も多くいると思いま

すが、子どもが渡ろうとしているときに車を停めて渡らせることもまなざし運動だと

いうことを発信するなどして、市民全体の意識を高めていければと思います。 

 

○撫尾教育委員 

巨勢校区の老人クラブでは交通安全週間に交通立ち番を順番でやっています。まな

ざし運動の一環として、まず私たちから子どもたちに挨拶すると、子どもたちも挨拶

を返してくれます。また、多くの子どもが横断歩道を渡った後に停まってくれた車に

対してお辞儀しています。先程の鳥飼委員が言われたように、まなざし運動の一環と

して、声かけをすること、お礼を言うことは大切なことだと思っていますので、繰り

返しになりますが述べさせていただきました。 

 

○中村教育長 

委員からいろいろな話が出ました。合同点検やハード面での対策などやっていかな

ければいけないことが様々あります。ソフト面については、やはり学校や地域が連携

しながらやっていくことが非常に重要と思っています。朝は子どもたちの安全のため

にたくさんの方が立っておられます。私の出勤途中にも毎日２名の方が立っておられ

ますが、ここ１年程は必ず、いつもありがとうございます、お疲れ様ですと声をかけ

るようにしました。そうしたら向こうから、いってらっしゃいと声をかけていただく

ようになり非常にうれしく思っています。私たちも立っておられる方は当然だとか、

子どもたちのために立っているから自分には関係ないと思うのではなく、子どもたち

のために頑張っておられる方に私たち大人も感謝の気持ちを伝えるということは非
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常に重要だと思っています。また、子どもの交通事故で多いのは朝よりも下校時です。

朝は多くの方の見守りがありますが、下校時は学年がバラバラになり、場合によって

は１人で帰らなければいけない子どももいます。そういう部分で防犯カメラ等も重要

ですが、大人の目が非常に重要になってきます。「ながら見守り」や「ただいまおか

えり運動」といった取組を、いろんな校区で進めていただいていますが、これをもっ

ともっと広げていくことが重要だと思っています。それから、不審者の事案も非常に

多いです。子どもたちの安全を守るため、場合によっては集団下校等も必要になって

きますが、教職員だけで校区全てについて行くことも難しいので、地域の力も必要だ

と思っています。私が学校現場にいたときに、子どもたちに危害を加えるという手紙

が来たので、地域に協力をお願いしたら、３０名程の方がすぐに来ていただき、子ど

もたちが安全に帰れるようお手伝いいただきました。そういう地域の力は本当にあり

がたいと思います。子どもたちのために何ができるかを、地域の方々と一緒になって

話し合う場が必要だと思っています。そういうところに、教育委員会も市長部局も連

携しながらやっていかなければいけないと、先程までの話を聞きながら考えさせてい

ただきました。 

 

○坂井市長 

中村教育長からもありましたが、地域が一体となって子どもたちを育てるという意

識が重要だと改めて実感しました。子どもたちは本当に宝であって、そして未来を輝

かせるこれからの担い手だと思います。子どもたちにまずは模範を示すという意味で

もまなざし運動は大切だと思いますし、大人たちの意識が足りていなかった部分とい

うのは改めて感じました。これまでの話にあった取組や啓発をしていかなければと思

っております。教育委員会、市長部局がしっかりと連携をとりながら、ますます子育

てしやすい佐賀市をつくっていけたらと思います。 

 

○大串企画調整部長【進行】 

まだまだ議論は尽きませんが、時間が迫っています。本日は教育に関する熱い思い

や物の見方、それぞれの取組などの共有が出来たものと思っています。今後とも引き

続き、教育行政の課題や方向性について、相互に協議していきたいと考えていますの

で、よろしくお願いします。以上で、令和３年度佐賀市総合教育会議を終了します。 


